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事業実施報告書

団体名 南箇「歌声・あおぞら会」 

事 業 の 名 称 音楽といっしょに高齢者の居場所つくり事業 

実 施 期 間 令和２年９月 令和３年３月 

事 業 の 概 要 

市内に住む高齢者を対象とした、体の健康・心の健康にまつわる講座

や音楽例会を開催することで、普段自宅に引きこもりがちな高齢者を

外に出し、生きがいや交流の場となる、地域の居場所づくりを目的とし

ます。 

対 象 者 さいたま市内の高齢者を主とする地域住民（浦和区・緑区） 

事 業 内 容 別紙のとおり 

参 加 人 数              ９０人 

総 事 業 費 ９０，９３０円（内訳は別添事業収支計算書参照） 

 内 助成金交付申請額 ８３，７００円 

事業の効果及び評価 

当初は、９月にプロの音楽家によるコンサートを、１０月から２月に

かけて認知症予防等の健康に関する講座を合計４回開催する予定

でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、スケジュール通

りの実施ができませんでした。時期を後ろにずらして、令和３年 1月に

コンサート、２月に健康講座、３月にラジオ歌謡に関する講座を開催

する予定で準備をしていましたが、１月の緊急事態宣言の再発動によ

り会場である公民館が休館となり、公民館での事業を行うことができま



せんでした。緊急事態宣言が３月 21日まで延長になったことで、公

民館も引き続き休館となり,中止となりました。公民館だよりの広報効

果も大きく、申し込みは予想以上に多いこともあり、当日配布予定の

チラシや資料を欲しいという声もありましたので、申込者 90名全員に

中止のお詫び状に配布予定資料を添付して送付しました（60名に

郵送対応）。

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、当初予

定していた事業の実施ができませんでした。しかし、イベントの募集開

始日に募集定員まで予約の集まる事業もあり、地域住民のニーズや

関心が高いことが感じられ、この事業が地域の高齢者にとって必要であ

ることを強く感じました。 

また、対面での事業実施はできませんでしたが、事業に関する資料

を送付することで、地域の高齢者に向けて集いの場所があることが周

知できたと思います。１人でも多くの高齢者に地域に居場所があるとい

うことを知ってもらう、きっかけ作りができたと思います。 



別紙 

事業の内容  

実 施 時 期 実 施 内 容 

令和２年９月 

令和２年１１月 

令和３年１月 

【プロの演奏家によるコンサート】 

コンサートの演奏者はプロの演奏家であるトリオフルールのみなさんにお願いしまし

た。演奏者と演奏曲や当日のスケジュールについて話し合いを行いました。団体

内部で当日の業務分担や演奏家と打ち合わせた内容について共有しました。 

コンサートのチラシについて原稿やデザインを団体内部で話し合いをしました。チラ

シは目につきやすくなるようにデザインを工夫したり、演奏曲についても掲載しまし

た。 

完成したチラシについては公民館や地域の自治会掲示板に掲載してもらい、地

域住民の目に触れるようにしました。 

募集開始日に半日で定員７０人分の申し込みがあり、地域の皆さんが非常に

関心を持っていることがわかりました。また、このような集いの場所を求めていること

も感じました。しかし、コンサート開催に向けて最終調整を行っていましたが、新

型コロナウイルスによる緊急事態宣言のため、開催中止となってしまいました。 



令和３年３月 応募のあった参加希望者に対して、コンサート当日のプログラムや団体の活動資

料などを郵送しました。高齢者がひきこもりがちにならず、このような活動を通じて

地域の集える場所があると認識していただけるように周知しました。



別紙 

事業の内容 

実 施 時 期 実 施 内 容 

 令和２年１０月 

令和３年２月 

令和３年３月 

【介護予防講座】 

講師と講座の内容や当日のスケジュールについて話し合いを行いました。講師と

打ち合わせの結果、フレイルとサルコペニアについての内容を講座として行うことを

決めました。 

フレイル・・・加齢により身体機能が低下し、健康な状態と要介護状態の中間の

状態。 

サルコペニア・・・筋肉量が減少して筋力の低下や身体機能低下をきたしている

状態。 

定員を７０名としておりましたが、緊急事態宣言発令中であり、開催できるかに

ついても先を読めない状況であったため、応募者数が伸びず２３名の申し込み

となりました。緊急事態宣言の延長により、開催中止となりました。 

応募のあった参加希望者に対して、当日のレジメや講座資料、団体の活動資

料などを郵送しました。 



別紙 

事業の内容 

実 施 時 期 実 施 内 容 

令和２年１０月 

令和３年３月 

【ラジオ歌謡の力と古関裕而名曲の魅力】 

ラジオ歌謡と古関裕而の魅力に関する講座を行うことを団体で決定し、講師と

講座の内容や当日のスケジュールについて話し合いを行いました。ラジオ歌謡と

は、戦争で荒廃した日本人の心に夢と希望を与えようと、ラジオ放送から歌番

組「ラジオ歌謡」が始まり、この番組の中で放送された歌のことをいいます。 

緊急事態宣言下でありましたが、募集期間に６０人分の申し込みがあり、地

域の皆さんが非常に関心を持っていることがわかりました。しかし、新型コロナウイ

ルスによる緊急事態宣言再延長のため、開催中止となってしまいました。NＨK

朝ドラ「エール」の主人公古関裕而の人気効果も大きいと思いました。

応募のあった参加希望者に対して、講座の資料や団体の活動資料などを郵送

しました。 



市との協働について 

・取り組んだ内容 

会場の確保広報の展開など 

新型コロナウイルス感染症拡大の対策について話し合いをしました 

・感想 

 市報や公民館だよりに掲載していただいたことで、申込者が予想を超える事業もあり、効果が大きいこ

とを感じました。 

今後の展開について 

今年度新型コロナウイルスで事業の実施はできなかったが、地域住民からのニーズが高いことを知りま

した。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ますます引きこもりがちの高齢者は増えてい

ると思います。そうした高齢者を１人でも多く外に出し、地域と交流ができるような居場所づくりは必要で

あると考えます。次年度以降は、今年度の経験を活かして再度マッチングファンド事業で、高齢者の居

場所づくり事業を行いたいと思います。 

助成終了後は、民間企業の福祉財団等の助成金に応募して、開催実績・ノウハウを活かしたいと思

います。他の団体にも波及する「呼び水」となれば有難いと思っています。 






